
採⽤終了５年経過後就職状況
（⽇本学術振興会調べ（令和5(2023)年4⽉1⽇現在））

「特別研究員」制度は、独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会により⾏われている研究者養成事業の１つであり、
優れた研究能⼒を有する⼤学院博⼠課程在学者（DC）及び修了者等（PD）で、⼤学
その他の研究機関で研究に専念することを希望する者を「特別研究員」として
採⽤し、研究奨励⾦を⽀給する制度です。特別研究員として採⽤されると、研究奨励⾦（⽣
活費）の⽀給のほか、特別研究員奨励費（研究費）の交付も受けることが出来るため、安
定した研究活動を遂⾏することが可能になります。

将来、研究・開発リーダーを⽬指す学⽣の⽅へ
〜⽇本学術振興会「特別研究員」制度のご案内〜

１.⽇本学術振興会「特別研究員」とは

「特別研究員」制度は、優れた若⼿研究者に対し、⾃
由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究
に専念する機会を与えることにより、我が国の学術研究
の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資す
ることを⽬的としていることから、本制度は、研究
テーマに対する助成ではなく、将来を担
う優れた⼈材に対する国の投資であると⾔う
ことができます。

したがって、特別研究員への採⽤は、国から投資に値
する⼈材であると認められたことにほかならず、就職に
際し、その経歴を履歴書に記載することができるなど
研究者として⾮常に⾼いステータスを得
ることになります。

実際、右の表が⽰すとおり、特別研究員採⽤者のうち、
その後、「常勤の研究職」として採⽤されている割合は、
DCが約7割、PDが約8割という結果となっており、選
ばれし若⼿研究者といっても過⾔ではありません。

特別研究員の就職状況調査結果

採⽤期間、研究奨励⾦及び研究費
研究費

（採⽤期間内総額）
研究奨励⾦

（⽉額、令和6(2024)年度実績）採⽤期間区分

450万円以内
200,000円

３年間ＤＣ１
300万円以内２年間ＤＣ２
450万円以内（※2）362,000円（※1）３年間ＰＤ
450万円以内（※2）362,000円（※1）３年間ＲＰＤ

1,500万円以内（※2）446,000円（※1）５年間
(PD採⽤期間含)

ＣＰＤ
（2024.9.1時点募集停⽌中）

※1 ⽇本学術振興会が実施する「研究環境向上のための若⼿研究者雇⽤⽀援事業」により、雇⽤制度導⼊
機関として登録された研究機関に雇⽤されたPD,RPD,CPDには、研究機関から研究奨励⾦と同額相当
⼜はそれ以上の給与が⽀給されます。

※2 別途30％の間接経費も措置されます。

＜各区分の説明＞
DC1 ･･･⼤学院博⼠課程在籍者であり、残り在籍期間が3年間の者
DC2 ･･･⼤学院博⼠課程在籍者であり、残り在籍期間が2年以内の者
PD ･･･⼤学院博⼠課程修了者（博⼠の学位取得後5年未満の者）
RPD ･･･⼤学院博⼠課程修了者であり、⼦の出産・育児による研究中断から復帰した者
CPD ･･･ PDに申請しPDに採⽤中の者が申請可能で、CPD採⽤後は3年間継続して海外で研究を⾏う。

■⾮常勤の研究職■ポスドクフェロー■常勤の研究職

■無職等■学⽣■⾮研究職

PDDC



１、２で述べた通り「特別研究員」制度は、研究者を⽬指す⽅々にとって、⾮常に魅⼒的で且つ重要な制
度です。しかしながら、その採⽤率は決して⾼くはないため、学部４年・修⼠１年等の早い時期
から、情報収集や応募に向けた準備を各⾃で⾏っておくことが重要です。

採⽤率医⻭
薬学

農学・
環境学

⽣物系
科学情報学⼯学系

科学化学数物系
科学

社会
科学⼈⽂学区分

15.1％
596414449376798469639415435申請数

DC1
8965715711973986161採⽤数

17.1％
8825785245091,216530859675594申請数

DC2
15299928820592148113102採⽤数

23.4％
1801581623210142320210284申請数

PD
5440444226684764採⽤数

⽇本学術振興会調べ（令和6(2024)年7⽉1⽇現在）

令和6(2024)年度採⽤特別研究員 分野別申請数・採⽤数・区分別採⽤率

3.「特別研究員」に興味を持った⽅へ -応募に向けた準備等-

２. 「特別研究員」採⽤後の⽀援等
「特別研究員」に採⽤された場合、研究奨励⾦や特別研究員奨励費による⽀援のほか、以下のような⽀

援を受けられることも魅⼒の⼀つです。

（１）採⽤中の海外渡航
研究上の必要がある場合は、⼀時的に海外の研究機関で研究を⾏うことができます。特別研究員奨励費

等により、通算して特別研究員の採⽤期間の2/3を上限として渡航することが可能
であり、⻑期間にわたる海外での研究経験を積むことができます。また、⽇本学術振興会において海外の
対応機関との連携により、特別研究員を対象とした海外渡航⽀援も⾏われております。

（２）出産・育児等のライフイベントに係る採⽤の中断及び延⻑
⼥性研究者に限らず若⼿研究者が働きやすい環境整備の⼀環として、出産・育児等のライフイベントに

伴い研究に専念することが困難な場合には、採⽤の中断及び延⻑が可能となっています。

（３）研究奨励⾦及び特別研究員奨励費以外の資⾦援助
特別研究員は、採⽤期間中の研究専念義務の範囲内であれば、受⼊研究機関の寄附⾦・同窓会組織等に

よる⽣活費相当の資⾦援助、⾃治体・⺠間企業等の公募による奨学⾦・助成⾦を受給することができます。
また、特別研究員としての研究課題がさらに進展すると考える研究を実施する場合には、特別研究員奨

励費以外の研究費を受給することができます。

（４）（特別研究員PD・RPD・CPDのみ）研究機関における雇⽤
⽇本学術振興会で実施する「研究環境向上のための若⼿研究者雇⽤⽀援事業」により「雇⽤制度導⼊機

関」として登録されている研究機関をPD・RPD・CPDが受⼊研究機関として選択した場合、研究機関
において常勤職相当として雇⽤されます。東北⼤学は「雇⽤制度導⼊機関」に登録されており、
PD等の給与を82,000円/⽉加算するなど、同事業による⽀援に本学独⾃の⽀援を合わせた若⼿研究者⽀援
を実施しています。 東北⼤学

webサイト
東北⼤学研究推進部
研究推進課webサイト



申請書の作成にあたっては、研究計画を⾃らよく構想し、指導教員や研究室の先輩
からのアドバイス・議論を経たうえで作成することが重要です。特に申請書の中核とな
る「研究の位置付け」、「研究⽬的、研究⽅法、研究内容」、「研究計画（採⽤期間中、何をどこまで
明らかにしようとするのか）」 、「研究の特⾊と独創的な点」については⾃らの⽂章で作⽂し、
指導教員や研究室の先輩に確認してもらったうえで推敲を重ねることが⼤変重要です。

また、早いうちに指導教員や研究室の先輩など頼れる⽅には積極的に相談し、過去の申請書を⾒せて
もらいましょう。各部局において、過去の申請書の閲覧制度を設けている場合もありますので、所属す
る部局の事務に確認しましょう。
採⽤者⼀覧（※）で過去の採⽤課題を確認することができます。
※ https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_saiyoichiran.html
なお、申請書の内容は毎年度少しずつ⾒直しがなされます。応募年度の申請書が公開されたら、
⽇本学術振興会ホームページより速やかに最新の申請書を⼊⼿し、どのような記載が求
められているのかを分析のうえ、それに対応することが必要不可⽋です。

学内向けの「⽇本学術振興会特別研究員募集等に関する説明会」や、現役の特別研究員
に直接申請等の相談をすることができる「個別相談会」を開催しています。このような催しに積極的
に参加し有益な情報を⼊⼿しましょう。

準備② 申請書を書くための準備に早く取りかかろう

本学の⽀援⼀覧

● 特別研究員募集等説明会（You Tube・３⽉頃配信）
● 個別相談会（Zoom・3⽉頃）
● 学振特別研究員への採⽤可能性がぐんとupするtipsの配付（3⽉頃）
● 申請書作成上のチェックポイント、確認⽤チェックリストの配付（３⽉頃）
● 申請書閲覧制度

特別研究員の選考においては、①「研究計画の着想及びオリジナリティ」、②「研究者としての資質」
についてそれぞれ評価がなされます。そのため、申請書も⼤きく分けて「研究計画」と「研究遂⾏⼒の⾃
⼰分析」について記載することが求められています。

当該研究計画を実⾏する研究者としての資質があるかどうかの判断材料となる
「研究遂⾏⼒の⾃⼰分析」欄には、「研究に関する⾃⾝の強み（研究における主体性、発想⼒、
問題解決⼒など）」及び「今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素」を記⼊する必要が
ありますが、これらについて説得⼒を持たせるためには、エビデンスに基づいて記載することが不可⽋で
す。そのエビデンスとして重要となるのがそれまでに積み上げてきた⾃⾝の研
究業績です。

よって、特別研究員を志す場合、特別研究員としてどのようなテーマの研究を⾏いたいのか、指導教
員に早めに相談し、できるだけ申請までにそれを⽰すことのできる研究業績を書けるようにしてお
きましょう。特に、筆頭著者で論⽂を書くこと、査読無よりも査読有の論⽂を書くこ
と、国際学会で発表を⾏う（筆頭著者として登壇する）ことなどが重要になります。

研究業績の例

● 学術雑誌等に発表した論⽂
● 国際学会における発表
● 国内学会・シンポジウム等における発表
● 優れた受賞歴

準備① できるだけ、申請までに⾃⾝の強みとなる業績等を作ろう



特別研究員になるメリットと申請準備で重視したこと
令和６(2024)年度特別研究員DC１採⽤
教育学研究科 久保⽥ 朋実
研究課題名︓学校現場での多職種協働における⾰新的な意思決定法の構築と

その効果の解明

私が特別研究員に採⽤されて良かったことは、研究の仲間が増えたことです。6⽉に全国から、特別研
究員に採⽤されて1年⽬の⼈が集まるイベント(フレンドシップミーティング)に参加しました。
そこで様々な分野の⼈と交流し、研究に関する知⾒を得たり、研究に関する
⾯⽩い議論をしたりしました。博⼠課程の学⽣は研究室にこもりがちになる
と思うので、外での⼈脈を広げることは良い機会だと思います。

申請にあたり重要視した点は、多くの⼈に⾃分の申請書を読んでもらうこ
とです。私は2⽉頃から申請準備に取り掛かり、指導教員や周りの⼤学院⽣
から助⾔をいただきました。また、学振の申請書は⾃分の専⾨外の審査員が
読むことも多いため、⾃分の家族や研究に関わりのない友⼈たちにも読んで
もらいました。「その研究に背景知識のない⼈も理解できるように書く」こ
れがとても重要だと思います。皆様の健闘を祈っております。

4.「特別研究員」採⽤者の声

より詳しい情報を知りたい⽅は、⽇本学術振興会・東北⼤学のホームページをご確認ください。

⽇ 本 学 術 振 興 会 http://www.jsps.go.jp/j-pd/

東北⼤学研究推進課 https://c.bureau.tohoku.ac.jp/kensui-top/3jsps/

© 2024 東北⼤学研究推進部研究推進課

専⾨分野外の⼈に研究の魅⼒を伝えるということ

令和６(2024)年度特別研究員DC２採⽤
⼯学研究科 須郷 ⼤地
研究課題名︓⼒学モデルに基づく即時性と精緻性を兼ね備えた

広域⼟砂災害予測システムの創成

特別研究員に採⽤されると、⽣活費と研究費の⽀援を受けることができます。私が特別研究員を⽬指
した⼀番の理由は、⽣活費の⽀援を受けて経済的な不安を解消することでした。研究費は、研究に必要
な道具（私の場合は数値シミュレーションがメインのため、⾼性能PCなど）や、国際会議での発表（写
真参照）に使うことができ、これは研究を円滑に進めるにあたって⼤きなアドバンテージです。

申請書の準備では、研究分野全体の⼤きな背景から、⾃⾝の研究が
どんなインパクトを持つのかを、専⾨外の⼈に上⼿く伝わるよう表現
することを⼼がけました。わかりやすい表現は、ときにはその⾔葉の
持つ厳密な意味を失う表現をすることになりますが、そのバランスを
上⼿くとって書くことが重要だと思います。申請書の作成は、何度も
修正を重ねる⼤変な作業の繰り返しになりますが、これを通じて⾃⾝
の研究が持つ意味を上⼿く伝えられるようになる良い訓練になると思
います。皆さんの挑戦を応援しています。

学振フレンドシップミーティング

国際学会での発表 (Firenze, Italy)


